
目 標
・ピポットテーブルとは何かが分かる。
・データ分析のためにどんなピポットテーブルを作成すればいいかが分かる。
・タイムライン、スライサーについて使い方が分かる。

研 修 タ イ ト ル Excel　ピポットテーブルを活用したデータ分析

研 修 実 施 概 要
大量のデータを元にマウス操作だけで、複数の項目別に集計したり、それらの集計項目を並べ替えたりなど、さまざまな切り口で集計・分析することができる「ピボットテーブ
ル」について学習します。また、スライサーやタイムラインの使い方についても学習します。

研 修 コ ー ド W25 実 施 期 間 2025 年 6月23日(月)

12名

～ 6月23日(月) 1 （日間）

受 講 料 ( 税 込 ) ¥33,000 時 間 帯
9:30～16:30

（休憩1時間含む） 定 員

予 定 講 師 MSC公認講師 会 場 MSC会場ｏｒオンライン

前 提 条 件 Excelを使ってデータ分析を行いたい方 ジ ャ ン ル 若手社員

実 施 内 容

9:30～11:00
ピボットテーブルとは
データベース表とは
テーブルとは

11:00～12:00
ピボットテーブルの作成
　ピボットテーブルの構成要素
　ドリルダウンとドリルアップ
　ドリルスルー
　データの更新

～12:00～13:00 昼休憩～
13:00～15:00
ピボットテーブルの活用
　フィルタ
　スライサー
　集計フィールド
　集計アイテム

15:00～16:30
ピボットグラフの作成
　タイムラインの利用
　リレーションシップ
演習問題


